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【１】研究の背景 

 二極化に伴う緊迫した国際情勢、国内でも不透明な経済情勢下での少子高齢化の進展

に伴う社会福祉の必要性、東京オリ・パラ 2020 を巡る汚職被疑事件、拡大自殺や暗殺

等が発生する治安情勢とコロナ禍での安全管理の教訓等、イベントの本質に関わる要素

が多く、イベント業界でも国際的要請に応えながら社会情勢に対応すべく原点回帰と再

検討、そして実践を模索すべき時と考える。その意味で第 25 回イベント学会研究会開

催趣旨「省エネ等持続可能性を追求する（SDGｓ）」及び「イベントに豊かさを感じる（Well 

Being）」ついて時宜を得たものと全面的に支持し標記の一考察を提唱する。 

【２】21 世紀型イベントに向けたイベントの原点回帰に関する一考察 

 社会情勢に対応するイベント業界の現状を分析すれば原点回帰すべき課題は三点ある。 

第 1の課題は、「“なに人にも”参加可能な環境つくり」である。イベントの原点は「な

に人にも幸せを享受して頂く」（人の心を豊かにする）である。お客様を民族・世代・

国籍・各種障害の有無・セクシャリティ等々価値観が多種・多様化する社会を背景に対

応して「これまでもイベントに参加したくともできない環境にあった人々」に参加機会

を持っていただく“方策”と実践する“企画や技術開発”が課題となる。 

第 2の課題は、主催者やイベント企画者の目線である。具体的には、特にサービス面

でお客様目線に立つ思考に立脚したイベントであるか否かである。これは“幸せ”や“心

の豊かさ”という多種多様でしかも目には見えない事象に対するイベント主催者や企画

者などイベント関係者の意識変革への挑戦と言う課題である。 

第 3の課題は、安全管理である。コロナ禍の安全管理分野の教訓は「安全の見える化」

であり、テロ等防止である。主催者責任の原点に立ち返って「安心・安全・快適」の安

全三要素に向けた具体的な検討項目を明確に示して実践することが課題となる。 

【３】課題に対応する社会システム構築に関する一考察 

1．社会福祉団体等、イベント関係団体の活動概要と課題克服方策に関する一考察 

 社会福祉団体等では、少子・高齢者・傷病者・各種障害者等社会福祉側面や外国人な

ど多種・多様化する価値観に対応する施策を推進する各種団体が設立され、団体数は約

2万で、各分野ごとに研究・実践されて専門的なノウハウが蓄積されている。イベント

業界でも中央組織である JIE、JACE 等イベント 5 団体や JSSA の活躍があってイベント

産業界の隆盛に寄与した実績がある。これらの団体が蓄積するノウハウの情報交換と共

有、そして共通する分野で融合して協働する社会システムを構築することである。 

 社会福祉団体等及びイベント関連団体（例示）は図 2.及び図 3．である。 
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2．社会システム構築へのプロセス 

 第 1段階は、社会福祉団体等とイベント関係団体の情報交換による相互のノウハウの

共有を図ることであり、第二段階は、協働可能な項目を融合して協働化に結び付け社会

システムとして構築することである。 （課題 3．については別途報告者間所氏参照） 

3．企画・技術の開発に関する一考察 

 AR（各超現実）、VR（仮想現実）、そして meta-verse（3 次元の仮想現実）など IT と

DX 発展による企業活動の活性化と日常生活をより便利で快適にするための“企画や技

術開発”により広く共生を図るイベント業界の課題克服は可能である。 

【４】ユニバーサル共生型イベント（仮称）の効果 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．社会福祉関係団体例示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 イベント関係団体例示 
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